
3 齢 人 工 飼 料 育 に お け る 光 線 管 理

( 蚕 試  養 蚕 経 常 部 )

1 . 背 景 と ね ら い

稚 蚕 人 工 飼 料 育 で は 暗 飼 育 が 原 則 と な っ て お り、 現 在 は 2 齢 迄 の 共 同 飼 育 が 行 わ

れ て い る が、 今 後 は 多 回 育 に 伴 う 蚕 期 の 重 複 に よ る 蚕 作 不 民 の 解 消、 他 停 目 と の 労

力 の 競 合 回 避 な ど か ら 3 齢 進 の 共 同 飼 育 が 実 施 さ れ る 方 向 に あ る。

し か し、 晴 飼 育 で 3 齢 迄 劇 背 す る と 桑 葉 育 に 比 ぺ 蚕 児 の 発 育 が 不 揃 い と な る た め、

大 規 模 農 家 に お い て は 配 蚕 後 の 取 扱 い に 支 障 を き た す。

そ こ で、 人 工 飼 料 育 蚕 児 の 光 に 対 し て 高 い 感 受 性 を 示 す 性 質 を 利 用 し、 3 齢 期 を

一 定 の 光 線 リ ズ ム で 飼 官 す る 光 線 管 理 に よ り、 ま 児 の 発 育 斉
一 化 技 緒 を 確 立 す る。

2 . 技 術 の 内 容       _

( 1 ) 1 ～ 2 齢 期 は 現 行 ど う り 暗 飼 官 と す る。    |

( 2 ) 3 齢 期 の 光 線 管 理 は 歯 食 時 か ら 実 施 し、 午 前 9 時 か ら 毎 日 8 時 間 明 ・ 1 6 時 間

暗 ( 8 L ・ 1 6 D ) の 光 線 リ ズ ム で 飼 育 す る。

( 3 ) 点灯 時 の 明 る さ は 霞 座 面 で 1 5 0 ル ッ ク ス 以 下 に な る よ う 調 節 し、 光 源 は 光 照

射 に よ る 飼 料 価 値 の 変 化 を 防 ぐ た め、 原 則 と し て 黄 色 蛍 光 灯 を 使 用 す る。

3 . 指 導 上 の 留 意 事 項

( 1 ) 人工 飼 料 育 蚕 児 は 桑 業 育 蚕 児 に 比 べ 光 に 対 す る 感 受 性 が 高 く、 わ ず か の 光 に も

反 応 し て 生 体 リ ズ ム が み だ れ 発 育 が 不 斉 一 と な る の で、 消 灯 後 は 晴 黒 と す る。

( 2 ) 光線 管 理 下 で 飼 育 し た 蚕 児 の 揃 い は 良 好 と な る が、 収 薦 長、 憾 重 が や や 劣 る 傾

向 が み ら れ る の で 配 蚕 後 は 適 正 を 飼 育 管 理 を 行 い、 給 桑 量 は 多 目 に 与 え 十 分 飽 食

さ せ る。
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